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1．はじめに 
 本研究では，鉄筋コンクリートプレキャスト製品の一つであるプレキャストボックスカルバートに注

目し，従来から広く使用されている簡便な継手工法である重ね継手を用いた構造を組み込み，ハーフプ

レキャスト化する工法の開発を試みた． 
 具体的には，全国ボックスカルバート協会標準寸法のプレキャストボックスカルバートの頂版接合部

に重ね継手を用いて，静的曲げ載荷試験を実施し，接合部を設けない供試体と終局荷重，変形性状，接

合部状況などの観点から比較を行い，実際に工法として使用可能かの検討を行った． 
2．実験概要 
 接合部構造は，重ね継手長さを RC 示方書の

規定による計算に従い鉄筋径の約 30 倍 1）とし，

シース管を埋設し，充てん材として高強度モル

タルを使用した．このような接合部構造を用い

た継手供試体は，図-1 に示すように，プレキャ

スト側壁部（以下 PCa 側壁部）およびプレキ

ャストカイザー板（以下 PCa 頂版部），場所打

ち頂版部，場所打ち底版部より構成されている．

接合の手順は，シース管を埋設した PCa 側壁

部に，PCa 頂版部を設置し，シース管内に L 字

型の鉄筋を挿入後，高強度モルタルを充てんし，

重ね継手を形成するものである．この接合構造

は PCa 側壁部引張鉄筋と場所打ち頂版部の鉄筋の接

合のみに使用し，PCa 側壁圧縮鉄筋とおよびハンチ筋，

場所打ち底版部の鉄筋の接合には S アンカーボルト

を使用した．また，比較用として接合部を設けない一

体供試体も合わせて作製した． 
載荷状況については，全国ボックスカルバート協会

により定められている方法 2）に準じて，供試体スパン

中央の頂版部上面に板ゴムを敷き，幅 100mm（長さは供試体長さ）の鋼桁を載せ，載荷試験機を用い載

荷を行った． 
3．実験結果および考察 
 各供試体の実験結果を表-1 に示す．Pcrは設計ひび割れ発生荷重，Pdは設計荷重，Pyは終局荷重の理論 
値を示している．いずれの供試体においても最大荷重は，終局荷重の理論値を上回っていた．また，継

手供試体は一体供試体と比較して，同程度の耐力を有しており，重ね継手の影響は見られなかった． 
 図-2 に荷重と頂版部変位の関係を示す．頂版部中央において継手供試体は，主鉄筋降伏前まで一体供 
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 図-1 供試体寸法，配筋状況 

表-1  実験結果 
継手供試体 一体供試体

設計ひび割れ荷重
Pcr=55.0kN

146kN 95kN付近
(頂版部に発生) (頂版部に発生)

設計荷重
Pd=98.9kN

終局荷重の理論値
Py=399.5kN

608.9kN 550.6kN
(頂版部にて破壊) (頂版部にて破壊)

ひび割れ幅0.3mm ひび割れ幅0.3mm

最大荷重

異常なし 異常なし

ひび割れ発生荷重

異常なし ひび割れ幅0.1mm以下
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試体とほぼ同様の変形性状を示していた．しかし，

頂版部左右における継手供試体の変位は，一体供試

体と比較して主鉄筋降伏前から大きくなる傾向が認

められた．また，頂版部における最終的な変位量は

一体供試体と比較して，継手供試体のほうが大きく

なり，十分な塑性変形能力が確保されていた． 
  図-3 に荷重と側壁部変位の関係を示す．継手供試

体において，荷重時に何らかの影響で偏心が生じ，

200kN 前後まで供試体右側へ荷重が先行して増加し

たことによって，右側の変位のみが増大し，供試体

左側では逆側への変位が若干増大した．これによっ

て供試体左側では，主鉄筋降伏前まで頂版部左右に

おける変位とほぼ同様の傾向を示しているが，右側

ではむしろ逆の傾向を示していた．また，側壁部に

おいて最終的な変位は一体供試体と比較して，継手

供試体のほうが小さくなった．これは，重ね合せた

鉄筋および高強度モルタルの影響によって継手供試

体の側壁部の曲げ剛性が高くなり，変位が抑制され

たことによるものだと考えられる． 
 試験後のひび割れ状況を図-4 に示す．各供試体と

も，まず曲げモーメントの大きい頂版部中央付近に

ひび割れが発生した．ひび割れ発生荷重は一体供試

体と比較して継手供試体のほうが，50kN 程度大きく

なった．継手供試体については，シース管端部の重ね継手が途

切れる付近に大きなひび割れが発生していた．これは，重ね合

わせた鉄筋および高強度モルタルの影響で，周辺断面の曲げ剛

性が大きく変化していることによるものであると考えられる． 
 試験時のひび割れ状況から一体供試体では，頂版中央のひび

割れが進行し曲げ耐力に達した後に，側壁部上側が曲げ耐力に

達し，破壊のメカニズムに至った．それに対して継手供試体では，側壁部上側が曲げ耐力に達した後に，

頂版部中央でせん断力の影響を受けているような性状を示し，破壊のメカニズムに至った．これらの違

いは， PCa 頂版部に使用しているカイザートラス筋の存在が影響しているものと考えられる． 
4．おわりに 
 実際に製品として使用することを想定し，全国ボックスカルバート協会標準寸法のプレキャストボッ

クスカルバートの頂版接合部に，シース管を埋設し，重ね継ぎ手長さ約 30d（d:主鉄筋径）の重ね継手を

形成し，充てん材として高強度モルタルを使用した接合部構造を適応したところ，静的載荷状態におけ

る終局荷重および変形性状に関して，十分な性能を有していることが確認された． 
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図-2  頂版部変位 
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図-3  側壁部変位 

図-4 ひび割れ状況 
（左：一体供試体，右：継手供試体） 
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